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社会福祉法人新潟県社会福祉協議会表彰規程 

 

 

第１条 新潟県内において社会福祉事業に功績のあった者、社会福祉活動が優秀な団体、個人及び社会 

福祉事業に協力した功績顕著な企業、団体を表彰し、その功績を讃え、もって社会福祉の進展に資す 

ることを目的とする。 

 

第２条 表彰は、次の各号に該当する者を対象とする。 

 (1) 民生委員児童委員でその功績顕著な者。 

  (2) 社会福祉団体の役員でその功績顕著な者。 

  (3) 優秀な社会福祉活動を継続している団体、個人。 

  (4) 社会福祉事業に協力している功績顕著な企業、団体。 

  (5) 社会福祉事業における永年勤続功労者。 

２ 市町村社会福祉協議会長又は市町村長の表彰を受けたことのある者とする。 

  ただし、前項第１号「民生委員児童委員」及び第５号「社会福祉事業における永年勤続功労者」に 

ついてはこの限りでない。 

３ 会長が特に必要と認める場合、特別表彰を行うことができるものとする。 

 

第３条 前条第１項第１号に該当する者の資格は、次の各号のいずれの条件をも有する者とする。 

  (1) 民生委員児童委員の現職であること。 

  (2) 民生委員児童委員としての在職期間が 15 年以上であること。 

 

第４条 第２条第１項第２号に該当する者の資格は、次の各号のいずれの条件をも有する者とする。 

  (1) 民間の社会福祉団体等の役員で現職であること。 

  (2) 社会福祉団体等の役員としての在職期間が 15 年以上であること。 

 

第５条 第２条第１項第３号に該当する者の資格は、その活動が 10 年以上継続されているものとする。 

 

第６条 第２条第１項第４号に該当する者の資格は、その活動が５年以上継続されているものとする。 

 

第７条 第２条第１項第５号に該当する者の資格は、次の各号のいずれの条件をも有する者とする。 

 (1) 民間の社会福祉施設若しくは社会福祉団体、社会福祉協議会の職員で現職であること。 

 (2) 社会福祉事業に 30 年以上勤続した者であること。 

 

第８条 表彰は会長名の表彰状と記念品を贈ることによって行う。 

 

第９条 表彰は、別に定める様式により市町村社会福祉協議会会長又は社会福祉団体の長の推薦した者 

につき、選考委員会で決定する。ただし、第２条第１項第４号に該当する企業、団体及びこの会の職 

員については会長の決するところによる。 

２  選考委員会はその都度、会長の委嘱する委員若干名をもって組織する。 
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第 10 条 社会福祉事業関係の功により、次の各号のいずれかに該当する表彰又は感謝を受けた者は、表 

彰を行わない。 

  (1) 叙勲、藍綬褒章、黄綬褒章、緑綬褒章を受けた者。 

  (2) 厚生労働大臣及び新潟県知事から表彰又は感謝を受けた者。 

  (3) 全国社会福祉協議会長及び本会会長から表彰又は感謝を受けた者。 

 

 

 附  則 

１ この規程は昭和 58 年４月１日から施行する。 

２ この規程の一部改正は、平成２年７月５日から適用する。 

    ただし、第２条第２項の規定は、平成５年３月 31 日までの間は、適用しない。 

３ この規程の一部改正は、平成７年４月１日から適用する。 

４ この規程の一部改正は、平成 13 年４月１日から適用する。                  

５ この規程の一部改正は、平成 16 年４月１日から適用する。                  

６ この規程の一部改正は、平成 17 年４月１日から適用する。 

７ この規程の一部改正（第２条、第10条）は、平成24年１月１日から適用する。 

８ この規程の一部改正は、平成26年４月１日から適用する。         


